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第 ２ 章

カリキュラム・マネジメントを進める視点

１ 教育課程を捉え直す(総則とカリキュラム・マネジメント)
２ 自校の教育活動の質の向上(3つの側面とカリマネの手順)
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第２章 カリキュラム・マネジメントを進める視点

１ 教育課程を捉え直す(総則とカリキュラム・マネジメント)

3つの側面

学校評価

PDCAサイクル
の確立
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１ 教育課程を捉え直す(総則とカリキュラム・マネジメント)

カリマネの
手順



２

第１章 総説 １ 改定の経緯及び基本方針
（２）改定の基本方針 ④各学校におけるカリキュラム・マネジメントの推進（小P4～５・中P5）

カリキュラム・マネジメント

教育活動の
質の向上

学習の効果の
最大化

３つの側面

「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業改善

教科等横断的な学習の充実
・学習の基盤となる資質・能力
・現代的な諸課題に対応して求めら
れる資質・能力

１ 教育課程を捉え直す(総則とカリキュラム・マネジメント)



5

１ 教育課程を捉え直す(総則とカリキュラム・マネジメント)
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１ 教育課程を捉え直す(総則とカリキュラム・マネジメント)
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何ができるようになるか

何を学ぶか

どのように学ぶか
何が身についたか

子どもの発達をどの様に支援するか

実施するために何が必要か

１ 教育課程を捉え直す(総則とカリキュラム・マネジメント)
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何ができるようになるか

何を学ぶか

どのように学ぶか
何が身についたか

１ 教育課程を捉え直す(総則とカリキュラム・マネジメント)
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実施するために何が必要か

生徒の発達をどの様に支援するか

１ 教育課程を捉え直す(総則とカリキュラム・マネジメント)



① 各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教
育目標を踏まえた教科等横断的な視点で、その目標の
達成に必要な教育の内容を組織的に配列していくこと。

② 教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域
の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、教育
課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一覧の
PDCAサイクルを確立すること。

③ 教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、
地域等の外部の資源も含めて活用しながら効果的に組
み合わせること。

カリキュラム・マネジメントの３つの側面

答申 Ｐ２３～２４

２ 自校の教育活動の質の向上(3つの側面とカリキュラム・マネジメントの手順)



① 各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育

目標を踏まえた教科等横断的な視点で、その目標の達成に

必要な教育の内容を組織的に配列していくこと。

カリキュラム・マネジメントの３つの側面

○ 「総則」と各教科等を結ぶこと
○ 「総則」を教職員全員で共有すること

○ 「何を目標として教育活動の質の向上を
図るか」を明確にすること

２ 自校の教育活動の質の向上(3つの側面とカリキュラム・マネジメントの手順)



①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと

選 択 組 織 配 当

教育の目的や目標の
実現に必要な教育の

内容等

各教科等の内容相互
の関連

生活時間と教育の内
容との効果的な組み合
わせ

年間や学期、月、週ごと

教育の目的や目標の実現

「何を学ぶか」 「何が出来るようにな
るのか」

第３章 教育課程の編成及び実施 第１節 小学校教育の基本と教育課程の役割
４ カリキュラム・マネジメントの充実（小P４１・中４２）

総合的な学習の時間
・教科の枠を超えた
横断的・総合的な学習



カリキュラム・マネジメントの３つの側面

○ 検証改善サイクルの確立
○ 全国学力・学習状況調査の分析・活用

○ チャレンジテスト
○ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査

○ 教育局の指導班からの調査

② 教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の

現状等に関する調査や各種データ等に基づき、教育課程

を編成し、実施し、評価して改善を図る一覧のPDCAサイク

ルを確立すること。

２ 自校の教育活動の質の向上(3つの側面とカリキュラム・マネジメントの手順)



第３章 教育課程の編成及び実施 第１節 小学校教育の基本と教育課程の役割
４ カリキュラム・マネジメントの充実（小P４１～４２、中P４２）

②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと

○全国学力・学習状況調査
○チャレンジテスト
○全国体力・運動能力、運動習慣等調査
○教育局の指導班からの調査 など

○ PDCAサイクル
○ 検証改善サイクルの確立
○ 短期的な改善、長期的な改善

学校評価との関連付け

２ 自校の教育活動の質の向上(3つの側面とカリキュラム・マネジメントの手順)



カリキュラム・マネジメントの３つの側面

○ 社会に開かれた教育課程の編成
○ コミュニティ・スクールの導入
○ 地域学校協働活動の導入

③ 教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、

地域等の外部の資源も含めて活用しながら効果的に組み

合わせること。

２ 自校の教育活動の質の向上(3つの側面とカリキュラム・マネジメントの手順)



第３章 教育課程の編成及び実施 第１節 小学校教育の基本と教育課程の役割
４ カリキュラム・マネジメントの充実（小P４２、中４３）

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと

人的又は物的な
体制の実態を
十分考慮

学校運営組織を
生かす

地域とともにある
学校づくり

アセスメント能力 心理的安全性 ファシリテーション能力

全教職員で創意工夫を加えて編成・改善
学校運営協議会制度
地域学校協働活動

２ 自校の教育活動の質の向上(3つの側面とカリキュラム・マネジメントの手順)
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側面 ③ 教育資源の効果的活用

③教育内容と、教育活動に必

要な人的・物的資源等を、地

域等の外部の資源も含めて

活用しながら効果的に組み合

わせること。

側面 ② PDCAサイクルの確立

②教育内容の質の向上に向

けて、子供たちの姿や地域

の現状等に関する調査や各

種データ等に基づき、教育

課程を編成し、実施し、評価し

て改善を図る一連のＰＤＣＡサ

イクルを確立すること。

側面 ① 教科等横断的な視点

①各教科等の教育内容を相互

の関係で捉え、学校の教育目

標を踏まえた教科等横断的な

視点で、その目標の達成に必

要な教育の内容を組織的に配

列していくこと。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
全
体
的
構
造

新教育課程を創る学校経営戦略(P55) 天笠 茂 を基に筆者作成

カリキュラム・マネジメント 「3つの側面」の全体的構造

２ 自校の教育活動の質の向上(3つの側面とカリキュラム・マネジメントの手順)
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２ 自校の教育活動の質の向上(3つの側面とカリキュラム・マネジメントの手順)
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カリキュラム・マネジメント
チェックリスト

２ 自校の教育活動の質の向上(3つの側面とカリキュラム・マネジメントの手順)
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２ 自校の教育活動の質の向上(3つの側面とカリキュラム・マネジメントの手順)
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次章では,

「教科等指導におけるカリキュラム・マネジメント」を考えて
いきましょう。
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